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【学校教育目標】 あかるい子 かしこい子 たくましい子 令和３年４月８日
発行：栃木市立赤麻小学校長 印部 稔

令和３年度もよろしくお願いします

校庭の桜、木々の新芽、春の息吹は子ども達の新たなスタートを応援してくれている、
そのような気持ちになってきます。令和３年度が始まりました。お子様のご入学、ご進級
おめでとうございます。昨年度は４月の３日間の登校の後は２ヶ月間の臨時休校に入りま
した。新型コロナウィルスは未だに収束の兆しが見えませんが、本年度は臨時休校もなく、
通常のスタートが切れたこと、大変うれしく感じます。本年度も子ども達の教育に携わる
学校、家庭、地域が共通の認識に立ち、子ども達の指導、支援に当たることができますよ
う、どうぞご協力をよろしくお願いいたします。
さて、新年度がスタートするに当たり、始業式では次のようなことを話しました。

今日から令和３年度が始まります。去年は始まってすぐに臨時休校になってしまい
ましたが、今年は休校もなく、今日からきちんとスタートできます。学習や行事など
はまだまだ新型コロナの影響を受けてしまう部分もありますが、工夫しながら、でき
るだけ実施していきたいと考えています。皆さんも学習や行事などに一生懸命に取り
組んで、よい１年になるよう、努力してください。
さて、去年は毎学期、終業式の日に「あかまっこの合い言葉」について振り返りを
してもらいました。今年も「あかまっこの合い言葉」の実行に向けて皆さんに頑張っ
てもらいたいのですが、今年は合い言葉の最初に「なぜ」を付け加え、合い言葉を「＜
なぜ＞、あかまっ子」としました。去年もこの始業式の場で話しましたが、今年も学
習はもちろん、生活の色々な場面で「なぜ」を考えてもらいたいと思います。「あかま
っこの合い言葉」についてももちろん「なぜ」を考えてほしいと思います。
なぜ「明るいあいさつ」が大切か、なぜ「考え合い、学び合う」ことが大切か、な

ぜ「話を聞くこと」が大切か、なぜ「あきらめないこと」が大切か自分の頭で考えま
しょう。先生に言われたからではなく、その大切さ、意味を自分で考え、分かれば実
行することができます。それは自分の成長につながるのです。今年は去年以上にこの
「なぜ」を考えることを実行しましょう。そして自分を成長させるすばらしい１年に
しましょう。

これから１年間、教職員も「＜なぜ＞あかまっ子」の
合い言葉を意識し、子ども達が実行できるよう指導して
参ります。ご家庭、地域の皆様もご協力、よろしくお願
いいたします。

【 合 い 言 葉 は あ か ま っ 子 】

あ 明るい あいさつ 進んでしよう

か 考え合い 学び合おう

まっまっすぐ 目を見て 話を聞こう
こ 困難も 不撓不屈で 頑張ろう



＜本年度の赤麻小学校の組織です＞
【職員構成・児童数・ＰＴＡ会員数】

校 長 印部 稔 教 頭 金井 聡子
教務主任 小川 三枝子 学習指導主任 平野 典子
養護助教諭 永島 和 児童指導主任 山口 浩彦
主 事 熊倉 勝也 チャレンジ１担任 黒川 歩
総括技能員 尾林 栄寿 チャレンジ２担任 時田 優子
図書事務 栗田 恵理子 ＳＳＳ（スクールサポートスタッフ） 木村 清子
学校支援員 毛塚 正和 ALT ライアン コラル

男 女 合 計 Ｐ会員
１年 １３ １３ ２６ １３ 担任 熊倉 弥生
２年 ９ ６ １５ ９ 担任 安生優之介
３年 １３ １２ ２５ １８ 担任 平野 典子
４年 １３ １９ ３２ ２４ 担任 嶋﨑あいな

６年 １６ １２ ２８ ２７ 担任 山口 浩彦
合計 ７２ ７２ １４４ １０９

【ご退職・転出された先生方】
３月３１日（水）、離任式を行い、５名の先生方とお別れをしました。
赤麻小の子ども達のためにご活躍いただき、ありがとうございました。

栗原 郁 先生 ご退職（部屋小、大平南小へ）
藪下 雄大 先生 シラチャ日本人学校（タイ）へ
三澤 裕子 先生 ご退職
村井 馨林 先生 ご退職
鈴木 恵 先生 栃木市立大平中学校へ

【転入された先生方】･･･ 写真は次号で
今年度新たに４名の先生方が本校に来られました。
（学力向上推進リーダーが今年度は配置されないため１名減です）
どうぞよろしくお願いします。

熊倉 弥生 先生（栃木市立藤岡小学校から）
安生 優之介 先生（栃木市立静和小学校から）
熊倉 勝也 先生 （初任・事務主事）
毛塚 正和 先生 （栃木市立三鴨小学校から・支援員）


